
3 　 αを実数の定数，nを自然数とし，平面上に点 Pn(n, 0)，Qn(n, nα)をとる．また

定積分
∫ n+1

n

xαdxの値を Sn(α)，台形 PnPn+1Qn+1Qn の面積を Tn(α)とする．

(1) Sn(α)，Tn(α)を計算せよ．また曲線 y = xα の凹凸を調べることにより，Sn(α)

と Tn(α)との間の大小関係を求めよ．

(2) (1)を利用して nα+1 と 1 + (α + 1)

(
nα + 1

2
+

n−1∑

k=2

kα

)
との大小関係，および

log nと
1 + n
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k
との大小関係を調べよ．ただし，対数は自然対数である．


